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ＪＥＮＥＳＹＳ２０１６招へいプログラムの記録 

（対象国：ASEAN 10 カ国及び東ティモール、テーマ：経済（第 8 陣）） 

 

 

１． プログラム概要 

ASEAN10 カ国、及び東ティモールより国際ビジネスに関心を有する大学生・大学院生

及び社会人ら 186 名が、4 月 18 日～4 月 25 日の 7 泊 8 日の日程で来日し、経済（中小

企業）をテーマとしたプログラムに参加しました。一行は、都内で日本と ASEAN 諸国、

及び東ティモールとの経済関係及び今  後の展望について講義を聴講し、その後、交通

インフラ、若手企業家・企業家支援、ムスリム観光、地域振興・中小企業従事者のサブ

テーマ毎にグループに分かれて宮城県、岐阜県、岡山県、福岡県を訪れ、それぞれ地元

の自治体や独自の伝統、先端技術を擁する企業、海外展開を進める企業を訪問、視察し

ました。一行は、プログラム中、日本の製品や技術、ものづくりの姿勢に強い関心を示

し、各々の関心事項や体験について SNS を通じて対外発信を行いました。また、帰国

前の報告会では、訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）につい

てグループ毎に発表しました。  

 

【参加国・人数】 

186 名（インドネシア 24 名、カンボジア 15 名、シンガポール 9 名、タイ 15 名、東

ティモール 13 名、フィリピン 14 名、ブルネイ 13 名、ベトナム 15 名、マレーシア 28

名、ミャンマー18 名、ラオス 22 名 ※50 音順） 

 

【訪問地】 

東京都（全員）、宮城県（52 名）、岐阜県（75 名）、岡山県（37 名）、福岡県（22 名） 

 

２．日程    

4 月 18 日（火） 成田／羽田国際空港より入国 

  【来日オリエンテーション】 

4 月 19 日（水） 【日本理解講義/基調講演】 

4 月 19 日（水）～ 4 月 23 日（日）8 グループに分かれ、各地方を訪問 

 

（１） グループ A/B：宮城県 

【歴史的建造物視察】仙台城跡 

【地域産業・企業視察①、意見交換】仙台市 （都市整備局 交通計画課） 

【地域産業・企業視察】いちごランドこうちゃん園（イチゴ農園）視察（農業） 

【地方自治体表敬訪問】【地域概要講義】 亘理町（企画財政課） 

【地域産業・企業視察②、意見交換】株式会社日立ソリューションズ東日本  

（情報通信業） 

【地域産業・企業視察③、意見交換】仙台国際空港株式会社（運輸業） 
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【文化体験】和太鼓体験 

【ホームステイ】 

【ワークショップ】 

 

（２） グループ C：岐阜県 

【経済関連講義】公益財団法人ソフトピアジャパン（IT 業） 

【地域産業・企業視察①】公益財団法人ソフトピアジャパン（IT 業） 

【地域産業・企業視察②】大垣市クリーンセンター（ごみ処理センター） 

【地域住民・企業関係者との交流会】 

【文化体験】茶の湯講座、居合見学、邦楽鑑賞 

【地域産業・企業視察③】株式会社大垣共立銀行（金融業） 

【地域産業・企業視察④】株式会社三輪酒造（清酒製造業） 

【文化体験】奥の細道むすびの地記念館視察 

【ホームステイ】 

【ワークショップ】 

 

（３） グループ D/E：岐阜県 

【経済関連講義】公益財団法人ソフトピアジャパン（IT 業） 

【地域産業・企業視察①】公益財団法人ソフトピアジャパン（IT 業） 

【文化体験】美濃和紙の里会館 紙漉き体験、展示見学 

【地域住民・企業関係者との交流会】 

【地域産業・企業視察②】株式会社サラダコスモス/ちこり村 

（農業・食品加工業・製造販売業） 

【地域産業・企業視察③】八尋産業株式会社 

（食品加工業・食品加工機械製造販売業） 

【ホームステイ】 

【ワークショップ】 

 

（４） グループ F/G：岡山県 

【地域概要講義】岡山市産業観光局・おかやま観光コンベンション協会 

【歴史的建造物視察】吉備津神社 

【商業施設訪問】表町商店街 

【地域産業・企業視察】犬島 

【歴史的建造物視察】倉敷美観地区 

【自然体験】きびの森植物園 

【自然体験】蒜山高原 

【歴史的建造物視察】岡山城・後楽園 

【ワークショップ】 
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（５） グループ H：福岡県 

【学校交流】福岡教育大学   

【地域住民・企業関係者との交流会】糸島市観光協会 

【文化体験】茶道体験、日本庭園・茶室見学 

【地域産業・企業視察①、意見交換】おおき循環センター くるるん 

（バイオガスプラント業） 

    【地域産業・企業視察②、意見交換】朝倉診療所（医療業） 

 【地域産業・企業視察③、意見交換】いしずえ荘（介護業） 

 【地域産業・企業視察④、意見交換】朝倉医師会病院（医療業） 

    【地域住民・企業関係者との交流会】三連水車、山田堰の見学 

【ホームステイ】 

【ワークショップ】 

 

4 月 24 日（月）全グループ東京へ移動 

【報告会】【歓送会】 

4 月 25 日（火）成田／羽田国際空港より出国 

 

３．プログラム記録写真  

 

共通（都内） 

  

4/19【日本理解講義/基調講演】 4/24【報告会】 
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グループ A/B：宮城県 

  

4/20【地域概要講義】亘理町 4/20【地域産業・企業視察、意見交換】 

仙台市都市整備局交通計画課 

  

4/21【地域産業・企業視察、意見交換】 

仙台国際空港株式会社 

4/21【文化体験】和太鼓体験 

 

 

4/22【ホームステイ】  
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グループ C/D/E：岐阜県 

  

4/20【経済関連講義／地域産業・企業視察】

公益財団法人 ソフトピアジャパン（全グル

ープ） 

4/20【地域産業・企業視察】大垣市クリー 

ンセンター（グループ C） 

  

4/20【地域住民・企業関係者との交流会】 

（全グループ） 

4/21【地域産業・企業視察】サラダコスモ株

式会社・中津川サラダ農園（グループ D/E） 

  

4/21【文化体験】奥の細道むすびの地記念館

（グループ C） 

4/22【ホームステイ】（グループ D/E） 
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グループ F/G：岡山県 

  

4/20 【地域概要講義】岡山市産業観光局・

おかやま観光コンベンション協会 

4/20 【歴史的建造物視察】吉備津神社 

 

  

4/21 【地域産業・企業視察】犬島 4/22【自然体験】きびの森植物園 

 

 

4/23【ワークショップ】（グループ C） 4/23【ワークショップ】（グループ D/E） 
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4/22 【自然体験】蒜山高原 4/23 【ワークショップ】 

 

グループ H：福岡県 

  

4/20 【学校交流】福岡教育大学 

 

4/20 【地域住民・企業関係者との交流会】

糸島市観光協会 

  

4/21 【地域産業・企業視察、意見交換】お

おき循環センター くるるん 

4/22 【地域住民・企業関係者との交流会】

三連水車、山田堰の見学 
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4/23【ホームステイ歓送会】 4/23  【ワークショップ】 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ マレーシア 社会人 

日本滞在中、目にしたものすべてが印象的でした。以前我が国の首相が”ルックイース

ト“政策を掲げ、日本を手本にした理由が今はよくわかります。私は日本理解に一番重

要なキーワードは「計画」、「先端技術」、「スピード」だと考えています。例えば、何か

ある開発を成し遂げるには 3-5 年ではなく、50 年に渡る計画がその背後にあることを

知りました。また日本では先端技術が日常生活から生活様式に至るまで行き渡っていて、

マレーシアはその点でも日本から学ぶことができると思います。そして、日本では何事

も非常に短期間で達成されます。例えば、自然災害に見舞われた仙台空港の復興スピー

ドもその一例です。それは私たちマレーシア人にとっては時々信じられない位の早さで

す。 

 

◆ ミャンマー 大学生 

本プログラムを通じて、日本の文化、歴史、経済、通信に関する基調講演に感銘を受け

ました。これまで知ることのなかった情報を得る機会を得ました。日本の先進技術に注

目し、それを自国に伝えるよう勇気づけられました。 

次に、「ソフトピアジャパン」の産業活性化は製品や IT 企業の能力を向上させるもので

す。「サラダコスモ社」の高齢者の雇用創出や散水による発芽野菜の生産はとても強く

印象に残りました。また、「八尋産業」の独特の「減圧平衡発熱乾燥機」は日本各地の

農業、商業、製造業に大きな影響を及ぼしていると思います。 

 

◆ インドネシア 大学生 

国として日本はその国民とともに文化・言語・時間を守り・敬意を持って他人に接して

います。ここにはインドネシアが学ぶべきものがあります。さらに、講義は情報に溢れ

ており、目を見張るものがありました。私は日本で奨学金を獲得して修士号を得たいと

思います。何故なら、日本の環境・国民・技術に関心があるからです。民間部門は素晴

らしい働きをしております。例えばモスリム受け入れのための環境づくり・旅行施設の

改善に取り組んでいるからです。今回訪問した全ての地域が好きです。自治体により美

しく管理されており、日本人は友好的で、環境衛生に努め、ルールを守り、交通信号に

従うからです。 
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◆ ブルネイ 大学生 

幼いころから日本の文化に興味があった私は、歴史や宗教、経済等、日本に関する記事

を読んできました。JENESYS に参加し、現実の日本を体験し、私は大きな衝撃を受け

ました。吉備津神で私の魂は動かされ、神道や仏教についてよく理解できるようになり

ました。蒜山高原はただただ感動的で、日本にこのような美しい場所が存在することを

私は知りませんでした。東京での基調講演、岡山での講義と見学、どれも素晴らしいも

のでした。そして倉敷のボランティアガイド。美観地区での案内の最後に彼はこう言い

ました。「あなたたち若い世代が、世界に平和を築いてくれることを私は願っています」

と。私は目頭が熱くなりました。いつの日か再び日本を訪れ、日本の人々との絆を深め

たいと思っています。 

 

５．受入れ側の感想 

◆ ホストファミリー 

積極的に話しかけてくれて、一緒に料理を作ったりして楽しい時間を過ごせました。町

内のお寺や神社を散策して、感激の様子でした。孫たちともふれ合えて、日本の生活の

様子が分かってもらえて良かったと思います。楽しい 3 日間をありがとうございました。 

 

◆ ホストファミリー 

とても礼儀正しく、日本の文化に馴染もうと努力している姿が印象的でした。あれも、

これもとしてあげたかったのに、期間が短く半分もしてあげられなかったのが残念です。

わずか 2 泊 3 日でしたが、私たちとの別れをもの凄く惜しんでくださり、私たちも別れ

がとても辛くてたまりませんでした。このような出会いを作ってくださったことに感謝

します。いい体験をさせていただき、ありがとうございました。 

 

◆ 視察先関係者 

ムスリムの方々を中心に受け入れさせて頂き、彼らが何を好み、好まないのか、どうい

ったことを期待しているのかなどを、学ぶことが出来ました。東南アジアの国ではあり

ますが、それぞれに国民性があり、違った視点から岡山を見て頂けたことを嬉しく思い

ます。犬島、蒜山は特に好評だったようで、今後のご提案への参考となりました。この

ようにご訪問を頂くと、私どもにとっても、とても刺激となり、改善点などに気付ける

チャンスだと思っていますので、また機会がございましたら是非、岡山へのご訪問をご

検討頂ければ幸いです。 

 

◆ 視察先関係者 

訪日団の目が輝いていて、身を乗り出して熱心に講演を聞いていたのが印象的でした。

質問も多くあり、もったいない思想が伝授できた感じがしました。熱心さを強く感じま

した。 
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６．参加者の対外発信 

  

4/20 少し乱雑に見える（地図）が、これは

「仙台の地方交通基本計画」であり、すで

に実施されている。カンボジアでも都市全

体の基本計画を作成に着手し、国民に示し

てほしい。（Facebook） 

4/21 日立ソリューションズ東日本(株)訪問。日

立プロモーションビデオのように“We are 

HITACHI!!”と応援する。(Instagram) 

 

 

4/20 美濃和紙の里会館 紙漉き体験

（Instagram） 

4/21 サラダコスモ：マーケティングのアイデ

アと生産管理の革新的な方法には驚きです。

（Facebook） 
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4/20 吉備津神社訪問。岡山市の吉備津神社

と表町商店街を訪問。岡山の美しい場所を

もっと見たい！(Facebook)  

4/23 アクションプラン作成のためのワーク

ショップ開催中 (Facebook) 

 

７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

 

グループ A 

マレーシア政府・地方自治体・事業体は、将

来的な公共交通事業計画に生かすために AGT

システムや無人駅についての情報を共有す

る。また全体的・長期的な公共交通事業計画

の一環として三者で減災対策や災害発生後の

地元産業の復興策を立案する。そして、ステ

ークホルダーの積極的関与を通じて、公共交

通政策の統一や事業計画における原則の規

定、主要な観光地への接続の検討を行う。尚、

政府および事業体は更なる研究開発への投資

を行い、企業文化や中核となる価値感を広く

グループ B 

SNS やマスメディアを通じて、また口コミで

日本文化、日本のインフラ、高速鉄道（新幹

線）および洗練された技術に関して日本滞在

中に理解したことを広める。 
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浸透させ、対外的なプロモーションを行なう。

いずれも2017年第三四半期までの計画実施を

目指す。 

  

グループ C 

SNS、ワークショップ、印刷物、マスコミ放

送により宣伝する 

日本の経済、文化、生活様式、環境対策を宣

伝する 

文化交流プログラムを促進する。 

グループ D 

いつ？ 1 年以内 

誰が？ 訪日団＋政府/NGO/大学 

どのように？ SNS/マスコミ/セミナーを通

じて 

誰に？ 地域/学生/企業 

  

グループ E 

持続的な農業開発（2TV） 

実施方法 

ステップ１ 地方政府への提案、オンライ

ン・オフラインで奨励する。 

ステップ２ 会議・セミナー・研修プログラ

ム・研修旅行などの実施、優秀者のためのセ

ンター、情報センター、３カ国のウェブサイ

トの立ち上げ。 

ステップ３ 地方の企業や農家での試験的取

組み、全国規模での実施。 

グループ F 

ビデオ発信（岡山：モスリムフレンドリー） 

岡山の PR ビデオを毎週アップロードし、友人

や家族、親戚に岡山がモスリムに旅行しやす

い環境であることをアピール。 



 

13 

 

 

グループ G 

提案： 

1. イスラム国との協同し、または協力を得て、

ハラルマー クも提示しモスリムからの信頼を

得る 

2. 英語がわかるツアーガイドを用意する 

3. 両替できる場所を提供する 

4. 言葉の壁を取り除く（メニュー・標識、電化

製品等に英語を） 

5. ハラルとそうでない食事を一緒に並べない。 

グループ H 

日常生活から出るごみの減量化について、コミ

ュニティレベルでの意識啓発を行う。その際、

家庭ごみの実態調査を行い、減量化の必要性、

方法について住民の知見を増やす。 

  以  上 


